
て ん り 市 議 会 だ よ り

2021年12月１日号　No.98 　 ９月定例会の内容をお伝えします。

９
月

12
月

６
月

今回の定例会

※題字については、第63回天理市展において議会議長賞を受賞された尾田伸子さんにお書きいただきました。

３
月
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令和２年度決算をチェック

こんなことを質問しました

こんなことが決まりました
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中山町にある念仏寺から、山の辺の道を南に歩くと、

柿本人麻呂の歌碑があります。皆さま足を運ばれては

いかがでしょうか。

山の辺の道 〜柿本人麻呂歌碑〜



新 議 員 紹 介

令和の会　◎ 西﨑　圭介　　○ 山田　哲生　　 今西　康世

清風会　　◎ 内田　智之　　○ 市本　貴志　　 大橋　基之

　　　　　　 榎堀　秀樹　　　 東田　匡弘　　 

絆の会　　◎ 岡部　哲雄　　○ 鳥山　淳一　　 加藤嘉久次

　　　　　　　 ◎・・・幹事長　　　○・・・副幹事長

無会派　　　 仲西　 敏 　　　 石津　雅恵　　 寺井　正則

　　　　　　 荻原　文明　　　 藤本さゆり
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会 派 の 紹 介 令和３年10月24日　現在

常　任　委　員　会

　令和３年10月24日（日）執行の天理市議会議員
補欠選挙において、藤本さゆり氏が当選され、翌
25日（月）には、選挙管理委員会委員長より当選
証書が付与されました。藤本さゆり議員の任期は
令和５年４月29日までとなります。
　また、藤本さゆり議員は、議長より欠員となっ
ていた経済産業委員会の委員に指名されました。
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こんなことを話し合いました
令和３年９月定例会

開
会
日(

９
月
１
日)

市
長
提
案

再
開
日(

９
月
３
日)

委
員
会
付
託

再
開
日(

９
月
14
日)

一
般
質
問

最
終
日(

９
月
17
日)

採
　
決

●
会
期
の
決
定

　
会
期
を
９
月
21
日
ま
で
の
21
日

　
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
状
の
伝
達

　
県
市
議
会
議
長
会

　
・
８
年
以
上
の
正
副
議
長

　
　
大
橋
　
基
之
　
議
員

　
・
２
年
以
上
の
副
議
長

　
　
内
田
　
智
之
　
議
員

　
・
10
年
以
上
の
在
籍
議
員

　
　
市
本
　
貴
志
　
議
員

●
監
査
報
告

　
監
査
委
員
よ
り
４
件
の
監
査
報

　
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
報
告

　
報
告
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

　
ど
お
り
了
承
し
ま
し
た
。

●
承
認
案

　
承
認
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原

　
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
提
案
説
明

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
５
議
案

　
及
び
８
認
定
案
に
つ
い
て
、
市

　
長
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま

　
し
た
。

●
委
員
会
付
託

　
上
程
さ
れ
た
５
議
案
を
各
常
任

　
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

　
と
と
も
に
、
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

　
置
し
て
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
計
３
議
案
を
付
託

経
済
産
業
委
員
会

・
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛

　
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
１
議
案
を
付
託

総
務
財
政
委
員
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
１
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

・
一
般
会
計
決
算
認
定
　
ほ
か

　
　
　
　
　
計
８
認
定
案
を
付
託

※
委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

　
は
、
４
〜
７
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

●
一
般
質
問

・
　
荻
原
　
文
明
　
議
員

・
　
石
津
　
雅
恵
　
議
員

・
　
仲
西
　
　
敏
　
議
員

・
　
寺
井
　
正
則
　
議
員

・
　
鳥
山
　
淳
一
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
質
問
順
︶

※
８
〜
10
Ｐ
に
要
旨
を
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

●
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
諮
問

　
案
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

　
命
及
び
公
平
委
員
会
の
委
員
の

　
選
任
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、

　
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
及

　
び
同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員
長
報
告

　
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

　
た
５
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ

　
い
て
、
各
委
員
長
よ
り
、
審
査

　
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
が

　
あ
り
ま
し
た
。

●
採
決

　
５
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

●
追
加
議
案

　
提
出
さ
れ
た
追
加
議
案
に
つ
い

　
て
市
長
よ
り
提
案
説
明
が
あ
り
、

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
決
議
案

　
意
見
書
１
件
に
つ
い
て
、
提
案

　
者
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り
可

　
決
し
ま
し
た
。

●
選
挙

　
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い

　
ま
し
た
。
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議会へのご意見をお寄せください

   市内１２ヵ所の公民館 （東部 ・ 祝徳 ・ 丹波市 ・

前栽・井戸堂・二階堂・朝和・櫟本・柳本・式上・

福住・山田） に 「議会意見箱」 を設置しています。

議会活動に役立てるため、 皆さんの声を聞かせ

てください。

文
教
厚
生
委
員
会

９月６日

　
市
内
小
中
学
校
に
奈
良
県
統

合
型
公
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
に
あ
た
り
、
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
、
大

阪
市
中
央
区
和
泉
町
２
丁
目
２

番
２
号 

株
式
会
社 

内
田
洋
行 

大
阪
支
店 

執
行
役
員 

大
阪
支

店
長 

岡
野 

清
吾
か
ら
、
各
教

員
が
使
用
す
る
た
め
の
校
務
用

情
報
端
末
を
取
得
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
３
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症対策のため、各委員会での「その他質問」を行いませんでしたので、「付託議案の審査概要」のみの掲載となります。

付
託
議
案
の
審
査
概
要

　
社
会
医
療
法
人
高
清
会
が
、

天
理
市
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
東
側
に
建
設
中
の
施
設
の
駐

車
場
用
地
と
し
て
、
同
法
人
に

対
し
、
本
市
の
財
産
を
提
供
す

る
に
あ
た
り
、
同
法
人
よ
り
当

該
駐
車
場
を
、
天
理
市
立
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
無
償
で
共

同
利
用
さ
せ
る
旨
の
申
し
出
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
駐
車

場
の
設
置
が
天
理
市
立
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
向
上

に
資
す
る
と
認
め
、
本
財
産
の

無
償
貸
付
け
を
行
う
も
の
。

財
産
の
無
償
貸
付
け
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
２
５
万

４
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
介
護
給
付
費
等
の
決
算
確
定

　
に
伴
う
剰
余
金
の
介
護
保
険

　
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立

　
て

・
介
護
給
付
費
負
担
金
等
の
確

　
定
に
よ
る
国
・
県
等
へ
の
清

　
算
返
納
金

・
一
般
会
計
繰
出
金
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

・
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う
改

　
修
費
補
助
金

・
介
護
給
付
費
交
付
金
確
定
に

　
伴
う
支
払
基
金
交
付
金
の
増

　
額

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
等

令
和
３
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
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経
済
産
業
委
員
会

９月７日

総
務
財
政
委
員
会

９月８日

付
託
議
案
の
審
査
概
要

　
こ
れ
ま
で
１
年
で
あ
っ
た
当

該
組
合
議
会
の
議
員
の
任
期
に

つ
い
て
、
関
係
市
町
村
議
会
の

議
員
の
任
期
と
す
る
よ
う
本
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
よ

う
と
す
る
も
の
。

山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

付
託
議
案
の
審
査
概
要

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の

　
活
躍
を
支
援
す
る
地
域
女
性

　
活
躍
推
進
交
付
金
事
業
に
要

　
す
る
経
費

・
市
内
５
か
所
の
会
場
を
オ
ン

　
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
オ
ン
ラ
イ

　
ン
成
人
記
念
式
事
業
に
要
す

　
る
経
費
　
　
　
　
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

・
国
庫
支
出
金

・
県
支
出
金

・
繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　
等

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
４
７

７
万
１
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
症
対
策
に
充
て
る
た
め
、
議

　
会
費
の
う
ち
行
政
視
察
実
施

　
費
用
の
減
額

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　
チ
ン
接
種
を
10
月
以
降
も
引

　
続
き
実
施
す
る
た
め
の
体
制

　
確
保
に
要
す
る
経
費

・
公
立
保
育
所
の
登
降
園
管
理

　
や
連
絡
機
能
を
備
え
た
保
育

　
所
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
シ
ス
テ
ム
導
入

　
事
業
に
要
す
る
経
費

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
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決
算
特
別
委
員
会

９月９日

令和２年度一般会計ほか
計８会計の決算認定案を審査しました

令和２年度決算をチェック

　再開日の９月３日に、令和２年度一般会計決算認定案ほか、計８認定案を審査するため、８人

の委員からなる決算特別委員会を設置し、委員長に内田議員、副委員長に鳥山議員が互選されま

した。付託された８認定案については、９月９日、決算特別委員会を開催し、審査しました。

決算特別委員会委員
◎内田　智之　　○鳥山　淳一　　石津　雅恵　　大橋　基之　

　市本　貴志　　　荻原　文明　　山田　哲生　　東田　匡弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

土 地 区 画 整 理 事 業

特  別  会  計  小  計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

35,744,276

6,114,195

5,892,801

853,647

3,000

185,340

13,048,983

48,793,259

34,566,740

6,127,586

5,813,999

847,508

5,991

164,779

12,959,863

47,526,603

96.7％

100.2％

98.7％

99.3％

199.7％

88.9％

99.3％

97.4％

33,323,721

5,987,030

5,737,043

845,832

2,910

123,255

12,696,070

46,019,791

93.2％

97.9％

97.4％

99.1％

97.0％

66.5％

97.3％

94.3％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出 収　　　入 支　　　出

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

1,983,925

2,846,536

1,618,709

2,382,755

793,610

368,378

1,475,734

1,542,046

（千円）

※千円未満を切り捨てて表記しています。



①　市　税　　　　　　７９億４２４７万円
②　繰入金　　　　　　　７億８３２５万円
③　諸収入　　　　　　　６億６１３５万円
④　繰越金　　　　　　　５億７４１３万円
⑤　その他自主財源　　１０億４８８９万円
⑥　国庫支出金　　　１１５億　６０３万円
⑦　地方交付金　　　　５７億６４１４万円
⑧　市　債　　　　　　２３億１１１０万円
⑨　県支出金　　　　　２１億２９７９万円
⑩　その他依存財源　　１８億４５５９万円

①　民生費　　　　　１０７億１５３１万円
②　総務費　　　　　　９６億２６５０万円
③　教育費　　　　　　３８億８６５５万円
④　公債費　　　　　　２７億　　７４万円
⑤　土木費　　　　　　２３億６７６６万円
⑥　衛生費　　　　　　１８億１４４７万円
⑦　消防費　　　　　　　８億７１８７万円
⑧　その他　　　　　　１３億４０６２万円

※令和2年度の一般会計予算額は、357億4427.6万円で令和元年度の予算額268億8459.8万円より

88億5967.8万円増加しました。歳入のうち、最も増加したのは、国庫支出金の78億2124万円増

額で前年の約3.1倍です。歳出のうち、最も増加したのは、総務費の63億7342万円増額で前年の

約３倍です。歳入歳出いずれも新型コロナウイルス関連事業が主な増額理由となります。

・防災情報や不審者情報などを登録者に配信する「天理市安全・安心メール（ｅ～メール天理）」

　の登録者数を増やすため、登録方法の簡素化と更なる市民への周知を要望

・市民の情報取扱技術の向上を支援するためのパソコン教室の開催や、市民の日常に役立つ情報活

　用力を培うためのスマートフォン教室を開催する地域活動情報化推進事業について、高齢者をは

　じめ多くの市民にご参加いただくため、積極的に周知するよう要望

・新規就農者の経営安定化と育成を支援する農業次世代人材投資事業について、更なる内容の充実

　と周知を行うよう要望

・新型コロナウイルス感染症の影響により小中学生の自宅学習が増えているため、児童生徒の学び

　の機会の確保と心のケアに十分に配慮して教育活動を行うよう要望

等

委員から行政への主な意見・要望

一般会計歳入　３４５億６６７４万円

一般会計歳出　３３３億２３７２万円

7

①22.9%

②2.3%
③1.9%
④1.7%
⑤3.0%

⑥33.3%

⑦16.7%

⑧6.7%

⑨6.2%
⑩5.3%

自主財源
　  31.9%

依存財源
68.1%

歳入

①
32.2%

②
28.9%

③
11.7%

④
8.1%

⑤
7.1%

⑥
5.4%

⑦
2.6
%

⑧
4%

歳出
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※一般質問の要旨については、発言した議員が編集しています。

市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。

その主な内容をお伝えします。（8～ 10Ｐ）

こんなことを質問しました

コ
ロ
ナ
禍
、
生
活
支
援
の
充
実
を

Ｑ
　
生
活
困
窮
者
の
税
や
介
護
保

険
料
・
国
保
料
の
滞
納
分
減
免
実

施
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
費
用
補
助

実
施
、
少
人
数
学
級
の
早
期
実
施

で
市
民
生
活
支
援
の
充
実
が
必
要
。

Ａ
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
困
窮

者
に
は
減
免
を
適
用
し
て
い
る
が
、

滞
納
分
の
減
免
の
適
用
は
公
平
性

を
損
な
う
こ
と
と
な
る
た
め
妥
当

で
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
疑

い
が
あ
る
方
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。
　
　
　︵
市
長
︶

　
現
在
、
集
団
を
少
人
数
化
す
る

教
職
員
加
配
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
少
人
数
学
級
編
成
の
拡

充
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　︵
教
育
長
︶

防
災
指
針
の
作
成
を

Ｑ
　
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
に
よ
る

気
候
変
動
の
被
害
が
広
が
っ
て
い

る
。
防
災
指
針
を
作
成
し
雨
水
遮

水
板
、
貯
留
浸
透
施
設
等
へ
の
補

助
制
度
の
実
施
が
必
要
で
は
。

Ａ
　
立
地
適
正
化
計
画
に
防
災
指

針
を
盛
込
み
、
防
災
・
減
災
の
取

組
方
針
、
各
地
区
の
課
題
に
対
応

し
た
対
策
を
検
討
す
る
。︵
市
長
︶

三
世
代
公
園
の
充
実
を
求
め
る

Ｑ
　
健
康
遊
具
の
充
実
し
た
三
世

代
公
園
の
設
置
、
ス
ケ
ボ
ー
利
用

の
課
題
解
決
に
向
け
た
、
専
用
施

設
の
設
置
が
必
要
で
は
。

Ａ
　
健
康
器
具
系
施
設
設
置
計
画

を
策
定
し
進
め
て
い
る
。
ス
ケ
ボ

ー
公
園
は
住
環
境
に
配
慮
し
た
立

地
を
含
め
検
討
し
た
い
。︵
市
長
︶

公
契
約
条
例
の
制
定
を

Ｑ
　
国
際
労
働
機
関
︵
Ｉ
Ｌ
Ｏ
︶

は
一
九
四
九
年
、
公
契
約
に
お
け

る
労
働
条
項
に
関
す
る
条
約
を
採

択
し
た
。
賃
金
条
項
を
含
む
公
契

約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

Ａ
　
経
営
事
項
審
査
に
よ
り
適
正

な
労
働
条
件
の
確
保
を
図
っ
て
い

る
。
条
約
批
准
に
関
す
る
国
の
動

向
に
注
意
し
て
い
く
。
　︵
市
長
︶

コロナ禍の下、市民生活支援の充実を求める 荻原　文明  議員

一括質問

QＡQＡ

QＡQＡ

荻
原
　
文
明
　
議
員

・
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
生
活
困

　
窮
者
支
援
等
に
つ
い
て

・
立
地
適
正
化
計
画
と
街
づ

　
く
り
等
に
つ
い
て

・
三
世
代
公
園
の
整
備
等
に

　
つ
い
て

・
公
契
約
条
例
等
に
つ
い
て

石
津
　
雅
恵
　
議
員

・
本
市
の
防
災
対
策
に
つ
い

　
て

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

仲
西
　
敏
　
議
員

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　
計
画
に
つ
い
て

寺
井
　
正
則
　
議
員

・
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

　
て

・
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ

　
い
て

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い

　
て

鳥
山
　
淳
一
　
議
員

・
本
市
学
校
支
援
に
つ
い
て

・
本
市
農
村
地
域
に
お
け
る

　
賑
わ
い
の
創
出
と
地
産
地

　
消
の
取
組
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問
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防
災
に
つ
い
て

Ｑ
　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

指
定
状
況
と
防
災
対
策
は
。

Ａ
　
本
市
で
２
６
５
か
所
が
指
定
。

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｇ
Ｉ
Ｓ
︶

を
活
用
し
た
災
害
履
歴
の
集
積
に

取
組
む
と
と
も
に
、
気
象
台
と
の

連
携
及
び
、
土
壌
雨
量
の
監
視
等

を
行
い
、
避
難
情
報
の
早
期
発
出

に
努
め
て
い
る
。
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報
を
掲
載

し
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

住
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
本
市
の
警
戒
避
難
体
制
は
。

Ａ
　
早
期
避
難
の
た
め
に
適
切
な

避
難
情
報
の
発
出
を
行
う
。
東
部

山
間
地
域
に
は
移
動
系
防
災
行
政

無
線
を
配
備
し
、
通
信
訓
練
等
を

実
施
し
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
小
河
川
の
水
害
対
策
は
。

Ａ
　
二
階
堂
駅
北
側
と
二
階
堂
小

学
校
の
２
か
所
に
雨
水
貯
留
槽
を

設
置
。
今
年
度
か
ら
内
水
対
策
事

業
と
し
て
庵
治
池
の
治
水
活
用
に

つ
い
て
調
査
設
計
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
情
報
共
有
や
技
術
向
上
等
の

た
め
の
防
災
士
連
絡
協
議
会
等
の

創
設
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ
　
防
災
士
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
支
援
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

Ｑ
　
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
事
業
費
縮
減
も
見
据
え
た
見

直
し
を
行
う
。
市
有
財
産
の
有
効

活
用
や
定
住
自
立
圏
で
の
広
域
連

携
も
盛
込
み
、
外
部
専
門
家
の
登

用
も
考
え
る
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ
　
施
設
の
複
合
化
に
よ
り
、
相

互
連
携
を
深
め
て
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
発
想
が
重
要
。
民
間
活

力
の
導
入
等
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
排
除
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

庵治池の治水活用の設計調査を進める、防災士間ネットワークの構築支援を検討 仲西　　敏  議員

一問一答

　
　
避
難
所
の
設
備
や
環
境
、
女

性
目
線
で
の
運
営
に
つ
い
て
。

Ａ
　
避
難
所
へ
の
授
乳
ス
ペ
ー
ス

や
女
性
用
更
衣
室
の
設
置
も
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
、
避
難
所
運
営

の
リ
ー
ダ
ー
に
男
女
両
方
を
選
任

す
る
な
ど
、
女
性
や
高
齢
者
の
意

見
を
取
入
れ
る
。
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
防
災
訓
練
の

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
は
。

Ａ
　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
を
活
用
し
た
リ

モ
ー
ト
で
の
訓
練
実
施
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
女
性
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
に
つ
い
て
本
市
の
現
状
は
。

Ａ
　
現
在
５
名
の
女
性
が
資
格
を

取
得
さ
れ
て
お
り
、
防
災
士
育
成

助
成
事
業
を
実
施
し
、
引
き
続
き

育
成
に
努
め
た
い
。
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
学
校
で
の
防
災
教
育
の
現
状

は
。

Ａ
　
社
会
科
等
の
授
業
に
取
入
れ

て
い
る
。
避
難
訓
練
は
年
に
２
〜

３
回
実
施
し
て
い
る
。︵
教
育
長
︶

　
　
　
市
の
防
災
担
当
職
員
、
消

防
署
職
員
の
方
々
の
力
を
お
借
り

し
て
、
講
義
し
て
頂
く
な
ど
、
さ

ら
な
る
防
災
教
育
の
推
進
に
取
組

ん
で
ほ
し
い
。

Ｑ
　
災
害
時
に
お
け
る
市
民
と
の

情
報
共
有
に
つ
い
て
。

Ａ
　
メ
ー
ル
や
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
し
て
い
る
。﹁
e
〜
メ

ー
ル
天
理
﹂
の
登
録
者
数
を
増
や

す
た
め
広
報
紙
や
防
災
訓
練
等
で

周
知
し
て
い
る
。
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

Ａ
　
今
年
度
は
中
学
１
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
に
あ
た
る
方
に
通
知

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
個
人
へ
の
通
知
が
無
い
ま
ま
、

接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
た
対
象
者

へ
の
対
策
は
。

Ａ
　
21
歳
に
な
る
年
度
に
は
子
宮

頚
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を

送
付
し
て
い
る
。
　
　
　︵
市
長
︶

本市の防災対策、子宮頸がんワクチン接種への取組について 石津　雅恵  議員

一問一答

QＡＡQＡQ

Q Q

QQ ＡＡＡ Ａ QQ

ＡQＡ QＡ Q

ＡＡQＡ

要
望
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Ｑ
　
教
員
の
働
き
方
改
革
・
時
間

確
保
等
の
た
め
の
校
務
支
援
は
。

Ａ
　
来
年
度
に
県
主
導
の
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

業
務
効
率
化
や
負
担
軽
減
で
勤
務

時
間
を
短
縮
し
、
教
育
の
質
向
上

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
技
能
員
が
小
学
校
と
幼
稚
園

を
兼
務
し
て
い
る
が
、
仕
事
量
や

現
場
の
環
境
整
備
へ
の
影
響
は
。

Ａ
　
削
減
で
き
る
こ
と
、
困
り
ご

と
を
調
査
し
、
現
場
に
寄
り
添
う

改
革
を
進
め
る
。
　
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
既
往
症
な
ど
の
健
康
状
態
に

よ
り
、
感
染
防
止
の
た
め
出
席
で

き
な
い
児
童
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ
　
家
庭
と
連
携
し
学
習
継
続
へ

の
支
援
が
必
要
。
個
別
事
情
を
配

慮
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
、
工

夫
し
て
授
業
を
進
め
る
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
農
村
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出

と
来
年
度
開
村
予
定
の
﹁
な
ら
歴

史
芸
術
文
化
村
﹂
で
の
地
産
地
消

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

Ａ
　
食
と
農
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中

心
と
し
た
地
域
戦
略
を
実
施
す
る

た
め
、
県
を
中
心
に
﹁
山
の
辺
の

道
地
域
戦
略
会
議
﹂
を
設
置
。
昨

年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開

催
。
今
年
度
は
地
元
の
農
産
物
を

使
っ
た
体
験
教
室
等
を
計
画
。﹁
な

ら
歴
史
芸
術
文
化
村
﹂
に
は
レ
ス

ト
ラ
ン
や
地
元
の
農
産
物
直
売
所

が
設
置
予
定
。︵
環
境
経
済
部
長
︶

Ｑ
　
農
村
地
域
の
維
持
つ
い
て
市

の
取
組
み
は
。

Ａ
　
過
疎
化
、
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
な
ど
課
題
を
把
握
し
、﹁
人
・

農
地
プ
ラ
ン
﹂
の
策
定
や
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
を
積
極
的
に

活
用
し
て
も
ら
う
よ
う
取
組
む
。

ま
た
、
市
内
３
か
所
に
あ
る
営
農

組
合
が
全
体
に
広
が
る
よ
う
取
組

む
と
と
も
に
、
利
根
早
生
柿
等
の

販
路
拡
大
な
ど
、
稼
げ
る
農
業
を

作
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。︵
市
長
︶

　

本市の学校支援について 鳥山　淳一  議員

一問一答

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
21
年
度
か
ら
5
年
間
で
総
事

業
費
15
兆
円
規
模
に
の
ぼ
る
風
水

害
・
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
や
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
等
か
ら
な

る
﹁
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
5
か
年
加
速
化
対
策
﹂

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
市
の
取

組
状
況
は
。

Ａ
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
、

市
道
舗
装
修
繕
事
業
、
公
園
施
設

長
寿
命
化
事
業
、
た
め
池
防
災
対

策
調
査
計
画
事
業
、
小
中
学
校
の

校
舎
外
壁
補
修
事
業
等
に
取
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
河
川
の
流
域
全

体
で
水
を
受
け
止
め
水
害
を
減
ら

す
﹁
流
域
治
水
﹂
に
よ
り
水
害
対

策
を
加
速
化
さ
せ
た
い
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
本

年
７
月
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
の
認
知
度
を
高
め
る
考
え
は
。

Ａ
　
聴
覚
障
害
者
は
も
と
よ
り
障

害
の
な
い
方
へ
の
周
知
が
重
要
。

広
く
市
民
に
周
知
す
る
。︵
市
長
︶

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

Ｑ
　
本
市
に
お
け
る
通
学
路
合
同

点
検
の
状
況
は
。

Ａ
　
春
と
秋
の
２
回
、
通
学
路
の

安
全
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
千
葉

県
で
の
事
故
を
受
け
て
、﹁
車
の

ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
い
箇
所
﹂
や

﹁
大
型
車
の
進
入
が
多
い
箇
所
﹂、

﹁
過
去
に
危
険
な
事
例
が
あ
っ
た

箇
所
﹂
な
ど
の
観
点
か
ら
、
危
険

個
所
23
箇
所
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
９
月
末
を
目
途
に
対
策

を
検
討
す
る
。
　
　
　︵
教
育
長
︶

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い
て

Ｑ
　
飲
酒
運
転
の
根
絶
の
た
め
の

取
組
は
。

Ａ
　
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
﹁
飲

酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い
﹂
と
い
う
意
識
の
醸
成
が
必

要
。
警
察
等
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
取
組
み
が
真
に
効
果
の

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て

い
く
。
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

本市における防災・減災・安全対策！！ 寺井　正則  議員

一問一答

QＡＡ QＡ QＡ Q

Q

QＡＡ Q

ＡQＡ Q

Ａ

※

※電話リレーサービス：「電話リレーサービス」は、聴覚や発話に困難がある方と聞こえる方を通訳オペレーターが手話・文字と
　　　　　　　　　　　音声とを通訳することにより、24時間365日、電話で双方向につなぐサービス。（総務省HP）
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こんなことが決まりました

・出資法人の経営状況の報告について 　・損害賠償の専決処分の報告について
・２年度決算に基づく天理市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
・専決処分の承認を求めることについて
・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　
・教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
・公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
・3年度一般会計補正予算　　・3年度介護保険特別会計補正予算　　・財産の無償貸付けについて　
・山辺・県北西部広域環境衛生組合規約の変更について　　・財産の取得について 
・3年度一般会計補正予算（追加議案）
・2年度一般会計決算認定 　・2年度国民健康保険特別会計決算認定　・2年度介護保険特別会計決算認定　
・2年度後期高齢者医療特別会計決算認定　・2年度住宅新築資金等貸付金特別会計決算認定
・2年度土地区画整理事業特別会計決算認定　・2年度水道事業会計決算認定　 ・2年度下水道事業会計決算認定
・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について
・奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について

全員賛成で可決した議案

報　告

同意案

承認案
諮問案

議　案

認定案

決議案
選挙案

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、
引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの喫
緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費
など将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」にお
　いて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な
　高齢化に伴い社会保障関連経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがな
　されないよう、十分な総額を確保すること。
２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含
　め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、
　本来国庫補助金などにより国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特例措置は今回限りと
　し、期限の到来をもって確実に終了すること。
３　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準額を令和２年度と同額とす
　る負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 
４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、
　更なる延長は断じて行わないこと。
５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分する
　こと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

天　理　市　議　会

意　見　書
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書



●12月 １ 日（水）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議開会
●12月 ３ 日（金）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開
〇12月 ６ 日（月）９時30分　文教厚生委員会
〇12月 ７ 日（火）９時30分　経済産業委員会
〇12月 ８ 日（水）９時30分　総務財政委員会
●12月10日（金）
　 ９ 時00分　議会運営委員会
　10時00分　本会議再開　一般質問
●12月13日（月）
　10時00分　本会議再開　一般質問
●12月15日（水）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開

土金木水火月日

令和３年第４回天理市議会定例会
本会議・委員会日程

12月
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議会広報編集委員会

委 員 長　　東田　匡弘

委　　員　　西﨑　圭介

委　　員　　内田　智之

副委員長　　石津　雅恵

委　　員　　鳥山　淳一

委　　員　　榎堀　秀樹

　本会議のライブ中継及び録画中継を、

パソコンやスマートフォンからご覧いただけます。

天理市ホームページから

天理市議会▶議会中継とお進み

いただくか、 右のＱＲコードから

ご覧ください。

議会中継をご覧いただけます

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、市議会では感染
防止マニュアルにより感染対策を実施しています。感染防止
マニュアルでは、議員に対して、自宅での検温、マスクの着
用、アルコール消毒の徹底などの感染防止対策と共に、発熱
等の症状の発生時や、感染が確認された場合などの対応を規
定しています。
　また、議場にアクリル板を設置するなど、新型コロナウイ
ルス感染によって議会運営が滞ることがないように対策して
います。

議会ではコロナ対策を行っています！

アクリル板設置の様子（議場）

本会議
10:00

経済
9:30

総務
9:30
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11:00

本会議
10:00

（会期）
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11:00
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11:00

文教
9:30


